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(1) 

晴男 議会だよiJ

一

般
針
転
日
刊
昨
日
一
県

知

れ

れ

抑

制

訂

以

日

明
日

間

引

批

判

日

四

時

m
p
u
-
-
一一

辺

除

問

K
L

一

昭

和

五

+

四

年

士

一

月

市

議

会

川

つ
い
て
は
全
て
全
員
異
議
な
く
原
案
の
と
お
り
可
決
承
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
初
日
に
は
九
月
定
例
会
か
ら

…
一
一
日

拙

ι
ω
議

ト

閥

一一

定

例

会

提

出

議

案

と

内

容

相

継
続
審
査
の
昭
和
五
ヤ
三
年
度
決
算
の
認
定
と
、
最
終
日
に
は
議
員
提
案
の
「
福
祉
切
り
す
て
、

大
衆
負
坦

川
一一

算

告

の

会

市

会

会

員

ニ

I
l
i
l
i
a
-
-
l
l
1
1
1
1
1
a

川

の
増
大
反
対
に
関
す
る
意
見
書
」
ほ
か
三
件
の
意
見
書
提
出
を
決
め
、
会
期
を
閉
会
し
ま
し
た
。

川

一二

一

t
閥

醐

地

本

恥

矧

問

問

一一ー

削

|

|

叶

|

寸

U
1
l
d
l」
欄

果

一

-

J

て
い
一
一

骨

会

員

の

案

日

疑

任

会

任

常

会

ヱ
一川

i

J

」

語

調

判

明

附

議

刻

41
r

一

般

質

問

の

内

容

一
し
じ
昨
日

ME--jL一…

日

刊

ir--一

一

閉

一方

け

に

臨

器

官

庁

一充
分
配
慮
し
、
新
年
度
予
算
を
一

住

民

サ

イ

ド

の

訂

2

m

H

U

日

出

口

m

ヰ

l
i
l
i
-
-
誹
き
E
本
別
朝
V
1
J十

】

り

一

編

成

す

る

考

え

で

あ

る

。

一

一

一

1

明

一一T
道
路
線
的
認
定

一冊
目
紘
一
占
言
脚

NJZ一
F
弘

一
般
質
問
は
|
二
月
土
}
日
か
ら
一
一
一
日
間
に
わ
T

溝
口
一

一
一
部
事
業
の
民
間
受
託
に
つ

一

区

画

護

理

を

一一

1

一
守
並

5
3
2
A

一調
出
世
間
一
竺
一
号
紋
ほ
む
い
一

E
E

1
rLJ詳

し
サ
!日

r
u
m
-LM
唯一uh
h

十時河川尚子
刊し
い
刊
誌
畳
間
諮
問
日
間
百
日
一百
円一
協
同
同
町
一ハ

ラ
プ
〉
、

秋
山
慎
次
郎

(
公
正
ク
ラ
ブ
〉
、

原
田
正
八
郎

〈
政
一
で
は
対
処
で
き
な
い
面
も
あ
り
一
策
を
示
せ
。
一
陳
情
に
つ
い
て
は
私
自
身
深
刻
一
答

駅
近
代
化
の
基
本
的
な
一一土
地
改
良
事
業
の
施
行

一純

一位
脚
同
法
一
切

(
J

P

2)、
小
林
匡

れ

き

の

、
八
氏
が
各
党
派
を
代
表
し
一
今
修
行
政
の
禁
事
な
ど
の

一
答

書
部
一
時
の
開
発
の
一
に
受
け
と
め
て
い
る
。
区
画
監
一
考
え
は
三
点

7、
哲

男

「1

1

1

1

」
難
前
評
判
寸
|

財
政

・
同
体

・
区
画
整
理
事
業
主
回国
す
る
問
題
に
対
し
活
発
一
問
題
も
併
せ
て
検
刈
す
る
。
一
た
め
に
懸
案
の
刑
務
所
移
転
を
一
理
事
業
の
実
胞
に
あ
た
っ
て
は
一舎
、
駅
ピ
ル
、
南
北
通
路
の
訟
一

一山
市
村
正
眠
閣
晦
抱
一
也
事

な

質

問

戦

を

展

開

し

ま

し

た

。

一

一実
現
す
る
ニ
と
が
で
き
た
。
以
一
地
域
住
民
平
地
指
名
の
賛
同
を
一置
で
あ
る
。
駅
前
広
喝
の
整
備
一一宮

喫

号

室

契

約

締

一

勾

酬

額

露

館

、

γ

の

主

な

内

容

は

次

の

と

お

り

で

す

。

一

再

製

品

展

示

一K
刑
務
青
跡
地
を
台
め
当
地
区
一
得
な
け
れ
ば
実
施
で
き
な
い
事
一等
を
合
的
地
元
の
要
望
を
十
分
一一嗣

U
3
v
z
j
i一一
川
市
部
繍
一
端
的
宅

。

一

場

を

設

置

す
開
発
と
し
て
、
区
画
整
理
事
一
業
で
あ
り
反
省
す
べ
き
は
反
省
一反
映
さ
せ
「
甲
府
員
」
と
し
一一

一倍

挺

隷

鵠

航

、

行

財

政

制

度

の

改

革

を

推

進

一

間

有
馬
回
収
の
現
状
と
一
業
、
街

路

菜

、
一
般
道
路
等
了
、
今
後
住
民
と
充
分
話
し

合
一
て
の
駅
つ
く
り
を
す
る
;
一
「

i
l
i
-
-酬
に
医
鶴
田
問
手
|

間

八ハ
Y小
代
を
迎
え
行
財
一

市
民
参
加
に
よ
り
策
定
し
た
一
有
価
組
大
ご
み
の
再
利
用
を
図
一
開
発
手
段
高
官
説
明
会
等
一
ぃ
、
開
発
方
法
に
つ
い
吋
は
住
寸
前
ド
改
良
に
よ
る
貨
物
範
設
聴
時
同

M
J厩
僻
陸
崎
川
い
い
1

4
昨日一一一
一品
一
時
間
一
一
一
一
間
中
日
一
日
11u
u
uつ

ju一一しけれ引
い

一市
出
鉱
山
間
一時
間
週
間
関
一
一
一
一
…
一
一

時
代
」
と
し
わ
れ
て
い
る
。
私
一設
に
努
力
す
る
。
一
収
集
に
は
、
里
町
担
当
す
る
一

↑中
で
駅
施
設
の
縮
小
を
合
め
検
一棚
上
品
用
弁
償
の
条
例
二
割
一
回
軒
段
、
丹
a
dz
-一
。

も
「
地
方
の
時
代
」
に
お
け
る
一

業

務

の

民

間

一

諮

問

足

時

一

用

話

料

諮

問

問

一

ぎ

わ

特

長

ド

一

日

刊

誌

は

お

戸

融

当

i盟
諸
吋
i
河
川

恨
本
理
念
は
地
震
、
地
方
性
一

委

託

を

検

討

一

と
共
に
巡
動
を
推
進
し
な
け
れ
豆
、
そ
れ
に
伴
う
用
地
買
収
計
一な
い
事
業
分
と
し
て
望
号
一
画
、
五
十
七
年
五
十
八
年
に

粛

昔

針

釧
条

例

一

村

議

慰

安

針

ヰ

ペ

の
尊
重
で
あ
る
と
考
え
る
。
ニ
一

一

fら
:

一函
は
ど
う
か
。

一見
込
ん
で
お
り
、
こ
の
実
施
に
一
着
工
、
五
十
八
年
五
五
年
石
附一叫

l

i
答
E
労山

γ
「

一11
1

い

じ

い

訪

れ

リ

け

内

山
一泊
目
費
訪
問
昨
日
程
一
心
後
む
の
協
力
の
も
と
に

一
答

メ
イ
ン
会
喝
を
誘
致
し
て
い
て
は
計
画
の
巾
で
調
整
一申

E
f
t
-
t

一瞬

間

際

河

品

目

一

ι河
川
に
長
一
「
パ

れ
の
風
土
や
伝
統
を
ま
し
な
一て
い
る
。
経
費
の
総
合
的
な
見
一
全
市
的
に
行
っ
て
レ
き
た
り

一

i
A、

市
で
協
力
し
一す
る
。

一

武

田

資

料

館

一寸

額

錯

誤

t
F
L
E
E-fJ

が
個
性
あ
る
町
っ
く
り
を
し
一通
し
と
、
事
務
(
ご
み
収
集
一
収
集
に
は
市
民
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ

一
ゐ
整
倒
に
当
た
る
。
今
回
小
一
な
お
、
主
会
場
用
地
に
か
ヵ

一

の

建

設

を

君

!

叶

i
i
r
一仁

E
i
!
ilj一

ι

こ
一等
)
を
民
間
に
蚕
託
す
る
考
え

7
精
神
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
一
議
ス
ポ
1
Y
公
園
周
辺
が
メ
イ

一わ
る
地
権
者
は
百
六
人
、
事
業

一

一

揖
築
益
準
法
箆
行
条
例
制
通
醐
確
認
均
時
間
同
日
り
一

。
一

日

リ

ド

む

は

な

い

か

。

一

い

の

で

市

と

し

て

も

協

力
に
対
一
ン
会
場
に
決
定
さ
れ
県
が
事
業
一

Z約
一
O
O
偲
程
度
が
見
込
一

間

本

市

民

団
の
古
い
歴
一

lEF例制
定

斗
議

採

お

針

一
!一

一

答

財
政
力
を
一手
指
数
と
て
て
な
ん
ら
か
の
形
で
む
く
い
一
主
体
と
な
り
既
設
の
ス
ポ
ー
ツ
ナ
れ
る
。
買
収
時
期
は
五
十
六
年
話
と
豊
か
な
文
化
遺
産
に
恵
1
一司
目

川

直

品

川

ι匝
川

げ

〓

¥

J
2
4

「
ー
げ

i
l

政
制
度
の
改
正
が
必
要
で
あ
了
て
経
常
的
経
費
の
ま
す
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
十
公
園
を
含
め
三
五
ヘ
ク
タ
ー
ル

一度
の
早
い
時
期
に
務
了
し
ニ
一t
な
が
ら
民
族
資
料
の
整
備
青
空

E
L引

ι品
説
明
快
時
1

人
件

1
u
-

け

れ

ば

刊

誌

刊

誌

一

五

日

羽

生

に

日

間

川

町

村

山

M
U
A
M
H
m
M
U
M
P
T
i
の

顔
」

の

T
一端

部

刊

誌

一戸
時
一
一
一
一
一
一
一
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「
地

震

・
防

災
」

に

備

え

一

福

祉

切

り

す

て
、

大

衆

負
担

の
増

大

反

置
を
と
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
な
く
す
る
こ
と
。
供
給
体
制
の
整
備
拡
充
を
図
る

鱒

演

会

を

開

催

一

対

に

関
す

る

意
見
書

す

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

て

保

険

料

の

引

上

げ

を

や

立

場

か

ら

、

次

の

事

項

に

つ

い

一

て
初
診
料
、
薬
代
負
担
、
給
食
め
、
政
官
健
保
、
国
保
に
対
す
て
仰
が
強
力
に
氏
僚
と
福
祉
施

地
震
防
災
対
策
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
一
政
府
は
、
昭
和
五
十
五
年
度
フ
レ
物
価
高
の
も
と
で
生
活
難
費
な
ど
の
値
上
げ
、
負
担
を
増
る
国
雌
負
担
ー
を
噌
額
す
る
こ
策
を
推
進
さ
れ
る
よ
う
強
く
要

で
は
、
大
規
線
地
震
防
災
対
策
に
関
す
る
諸
問
{

予
算
編
成
に
お
い
て
、
財
源
難
に
あ
え
ぐ
国
民
に
と
っ
て
、
ま
大
す
る
よ
う
な
医
療
保
険
制
度
と
。
製
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

題
を
調
査
す
る
た
め
、
五
十
四
年
六
月
定
例
会
一

を
理
由
に
福
紐
を
切
り
す
て
、
す
ま
す
犠
牲
を
強
い
る
も
の
で
の
改
正
を
と
り
平
め
る
こ
と
。
一
、
老
人
医
療
の
有
料
化
計
画
一
、
老
人
医
療
費
無
料
化
を
早

で
設
置
さ
れ
、
以
来
精
力
的
に
調
査
活
動
を
行
一

大
衆
負
担
の
増
大
を
意
図
し
て
あ
り
断
じ
て
容
認
す
る
こ
と
ま
て
国
公
立
病
院
の
差
額
ベ
ッ
を
と
り
や
め
、
保
険
か
ら
切
り
期
に
六
十
五
歳
ま
で
実
施
す
る

日

刊

誌

M
お

れ

は

れ

れ

一

下

町

駅

長

昨

日

記

長

一

仰

い

詩

語

一

一

日

古

怜

十

一

五

七

引

れ

お

討

し

ね

税

法

刊

誌

同

町

1

建

物

対

策

を

更

に

充

実

さ

せ

、

一

浜

野

一

彦

氏

を

招

き

講

演

会

を

聞

き

ま

し

1

~

小

中

学

校

の

教

斜

密

無

償

配

布

の

予

算

編

成

を

た

だ

ち

に

と

り

医

療

供

給

体

制

の
整

備

拡
充
に
関

す

る
意
見

書
設
を
設
問
、
拡
充
す
る
こ
と
。

J

間

抑

制

計

七

!

日

間

7
L
M吋
池

山

日

刊

誌

同

れ

れ

…

器

十

一

子

制

閥

抗

制

制

日

付

ぷ

託

収

同

町

健

民

十

設

立

げ

日

ほ

M
U
H
1日
時

前

訴

す

日

程

闘

い

お

れ

い

コ

昨

一

』れ
は
特
定
の
聞
依
の
強
引
な
一
守
山

j
h
M
4十
ぷ

一

日

十

時

十

吋

M
M
M山
戸

川

リ

ー

か

関

一

恥

白

川

ほ

U

M
明
日
刊
唱
和
十
河

M
M奴
札
制
削
印
刷
口

U
E
M
U川
制

刊

誌

諮

問

市

十

拡

充

が

強

〈

一
、
は
り
、
灸
施
般
に
お
け
る

一

一

川

北

ぶ

れ

れ

ば

に

一

画

草

川

市

道

管

理

、

下

水

一

ー

圃

圃

図

工

事

会

J
U
ω
訂
版
1
1符

れ
川
引
ザ
要
隻
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
役
近
の
不
本
市
議
会
は
、
ド
苦

-L諮
問

昨

日

税

制

抑

昭
一

議
案
第
一

O
四
号
、
一

O
五
一
対
応
は
属
人
的
で
あ
る
こ
と
。
一
道
河
川
の
器
、
股
地
転
用
一

-

必

r副
岡

島

一
瞥
日
の
本

会

昔

、

ン

況

と

財

政

危

機

に

よ

り

、

各

種

富

が

安

心

し

て

か

か

れ

る

医

期

間

及

び

回

数

喜

怒

す

る

ま

一
号
ま
処
分
の
一
一
言
、
金
額
↑
所
得
制
限
を
設
け
る
べ
き
で
あ
一等
の
関
連
業
務
と
の
提
携
を
密
一
寸

IL---園

周

一

{

で
憲
見
書
周
削

安

心

し

て
か

か

れ

る

医

療
保

険
制
度
の
健
康
保
険
財
政
が
詰
に
頻
し
僚
制
度
の
確
立
と
、
各
種
医
療
で
延
長
す
る
こ
と
。

一
の
多
い
照
宮
賠
償
額
の
決
定
に

一る
こ
と
。

j
i一に

し
て
住
み
よ
い
都
市
つ
く
り
一

1

・
a-理

…

を

可
決
し
、

;

立

に
関
す

る

意

見

書

主

計

百

品

物

価

安

定

に

関

す

る
意
見
書

一
長

持

刊

誌

一

円

お

け

い

詰

問

す

れ

口

恒

常

れ

一

一
一

l

h

一

盛

圃
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.見

第 44号

十
二
月
十
四
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
各
餐
員
会
に
付

託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
、
十
五
日
、
十
七
日
の
二
日
間

に
わ
た
り
、
委
員
会
を
開
会
、
似
重
に
審
査
し
た
経
過
と

結
果
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
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